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提携先 全農パールライス東日本㈱ 記入日 2008/8/27 

登録消費材名 お赤飯 3個組 
 
Ⅰ．これまでに努力してきたことや､生産条件の限界性など 

原材料に加工助剤をできるだけ使用しない方向で考えておりますが、製品の微生物的な安

全性維持のため、使用中止は難しいのが現状です。 

工場では、できるだけ薬剤混入事故のないように安全性の高い洗剤もしくは、できるだけ

洗剤に頼らない洗浄を行う方向で考えておりますが、汚れの取りにくい箇所や微生物的に

危険な箇所などは、使用中止は難しいのが現状です。 
 

Ⅱ．前年に努力したことへの評価(成果や課題) 

品質管理担当者が製造ラインの確認と作業者に対しての指導を行い、異物混入事故の発生

を抑えました。また、洗浄につきましても、できるだけ合成洗剤を使用しない方向で、洗

浄方法の見直しを進め、従来に比べて合成洗剤の使用量を削減いたしました。 
 

Ⅲ．上記の成果や課題につながる今年度の努力目標、または今年度の新たな努力目標 

今後も引き続き、異物混入事故のないように、製造ラインの確認、作業員への指導を中心

に活動してまいります。また、合成洗剤の使用量削減、プラスチックの使用量の削減にも

努めてまいります。 
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提携先 全農パールライス東日本㈱ 記入日 2008/8/27 

登録消費材名 発芽玄米 
 
Ⅰ．これまでに努力してきたことや､生産条件の限界性など 

異物混入０を目指しながら、より安全・安心な製品作りを目指し６Ｓの徹底を図っていま

す。物作りに大切な物は人であり、月１回の研修会を実施し知識の向上を図っています。 
 

Ⅱ．前年に努力したことへの評価(成果や課題) 

異物混入防止の観点から互いに粘着ローラーをかけ合い、また衛生管理チェックリストを

活用して、異物混入０を達成できました。 
 

Ⅲ．上記の成果や課題につながる今年度の努力目標、または今年度の新たな努力目標 

より発芽玄米が安全・安心な製品になるよう衛生面の徹底で自責クレーム０を目指します。

また、新たな製品開発を積極的に進めていきます。 

 




